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特徴 

⚫ コア 

– ARM® 32-bit Cortex®-M0 MCU 

– 最大動作周波数 80MHz 

– システム性能スコア 0.846 DMIPS/MHz 

（Dhrystone 2.1 ゼロ待機サイクル） 

⚫ メモリ ユニット 

– 64K bytes Flash 

– 8K bytes SRAM 

⚫ 電源 と リセット マネージメント 

– デジタル電源および I/O 電源：VDDH=2.0 ~ 5.5V 

– アナログ系統電源：VDDA=2.4 ~ 5.5V 

– 電源リセット POR/PDR/BOR、低電圧検出 LVD 

– 低消費電力モード：SLEEP、STOP0、STOP1、

STANDBY、SHUTDOWN 

⚫ クロックソース 

– 外部 4 ～ 32MHz 水晶発振子 

– 内部 16MHz RC 発振器 

– 内部 32KHz RC 発振器 

– PLL ロックループ回路、最大 80MHz の逓倍、    

分数周波数設定をサポート 

⚫ I/Oリソース 

– 最大 43 個の GPIO  

– 外部割り込みイベントをサポート 

– 8 個の I/O は低消費電力の                

外部ウェイクアップ イベントをサポート 

⚫ タイマ 
– 1 個の 16 ビット拡張タイマ：                      

4 個の入力キャプチャ / 6 個の出力比較、        

4 個の PWM 相補出力、 ブレーキ機能対応 

– 2 個の 32 ビット汎用タイマ：                

2 個の入力キャプチャ / 出力比較、          

2 個の PWM 出力(1 個は PWM 相補出力) 

– 2 個の 16 ビット汎用タイマ：                

4 個の入力キャプチャ / 出力比較、          

4 個の PWM 出力(3 個は PWM 相補出力) 

– 1 個の 16 ビット基本タイマ 

⚫ 通信インターフェース 

– 1 個の I2C：マルチマスターモード、SMBus 

– 2 個の SPI 

– 2 個の UART：自動ボーレート検出、RS-485、    

ハードウェア自動フロー制御対応 

⚫ 演算アクセラレーション ユニット 

– 1 個の CALC： 32 ビット除算および平方根演算 

⚫ ダイレクト メモリ アクセス コントローラDMA 

– 6 個の DMA 転送チャネル 

– 各チャネルは独立したコントロール バッファを備え、  転

送速度を向上 

– SPI、I2C、UART、タイマ、ADC などのペリフェラル転送

要求をサポート 

– ペリフェラルとメモリ間（P2M/M2P） または メモリか

ら  メモリ（M2M）へのデータ転送をサポート 

⚫ アナログ制御ユニット 

– 1 個の 12 ビット ADC： 2MSPS(2million Sample/

秒)、合計 20 チャンネル、最大 16 個の外部入力 

– 1 個のアナログ コンパレータ CMP 

– 1 個のオペアンプ OPAMP： 可設定可能な差動/シ

ングル エンド PGA、 x1～x64 の倍率をサポート 

– 1 個の VRES，5 ビット抵抗分圧器 

⚫ システム ペリフェラル 

– SWD プロトコル デバッグ インターフェース 

– SysTick タイマ 

⚫ 機能安全 及び 情報セキュリティ モジュール 

– 128 ビット固有識別コード（UID） 

– ウォッチドッグ タイマ ： IWDT および WWDT 

– 外部水晶クロック セキュリティ検出（CSS） 

– 8/16/32 ビット CRC チェックサム（生成多項式を設

定可能） 

– UL/IEC 60730 Class B 規格に準拠し、完全な安全

テストライブラリ（STL）を提供 

⚫ パッケージ 

– LQFP48（7x7mm） 

– QFN40（5x5mm） 

 

製品シリーズ名 製品名 

PT2E01 
PT2E01-Q6LI/ PT2E01-Q6LA 

PT2E01-U6OI / PT2E01-U6OA  
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1 はじめに 

このデータシートでは、PT2E01 シリーズ マイクロコントローラ の機能とデバイスの電気的特性に関する情報を提供し

ています。 

本シリーズ製品は、ハードウェアレベルの安全保護機構を内蔵しており、UL/IEC 60730 Class B 機能安全規格に

準拠するとともに、認証取得済みのソフトウェアテストライブラリ（STL）を提供し、家電および産業制御向け安全

アプリケーション設計をサポートします。 

このデータシートは、「PT2E01 リファレンスマニュアル」と併せてお読みください。 

Cortex-M0 については、「Cortex-M0 テクニカル リファレンス マニュアル」を参照してください。 

このマニュアルは、ARM 公式サイト（ http://infocenter.arm.com ）から入手できます。 

 

データシート：PT2E01_DS.pdf 

リファレンス マニュアル：PT2E01_RM.pdf 

アプリケーション ノート：PT2E01_AN .pdf 

  

http://infocenter.arm.com/
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2 チップの説明 

PT2E01 は、ARM Cortex-M0 32 ビットコアを搭載したエントリー レベルの汎用 MCU です。  

最大動作周波数は 80MHz、最大 64KB のフラッシュメモリと 8KB の SRAM を搭載しています。 I2C 1 個、SPI 

2 個、UART 2 個など、幅広い機能モジュールと標準的な通信インターフェースを備えています。 16 ビット拡張タイ

マー（E16C6T）1 個、32 ビット汎用タイマー（A32C2T）2 個、16 ビット汎用タイマ（A16C4T）2 個、16 ビッ

ト基本タイマ（B16T）1 個など、多様なタイマ リソースをサポートしています。 

PT2E01 は、汎用アナログ機能として、12 ビット高速 ADC×1、アナログコンパレータ CMP×1、VRES（32 ステップ

抵抗分圧器）×1、オペアンプ OPAMP×1、設定可能な差動/シングルエンド PGA（1～64 倍の倍率に対応）

を備えています。 

更に、演算加速ユニット CALC（除算/平方根演算）、および構成可能な多項式生成をサポートする CRC も搭

載しています。 

動作電圧は 2.0～5.5V、動作温度範囲は-40～125℃で、複数の低消費電力モードをサポートしています。 

表 1. PT2E01 の機能リスト 

機    能 
PT2E01-Q6LI 

PT2E01-Q6LA 

PT2E01-U6OI 

PT2E01-U6OA 

Flash Memory (KB) 64 

SRAM (KB) 8 

タイマ 

E16C6T 1 

A32C2T 2 

A16C4T 2 

B16T 1 

WWDT 1 

IWDT 1 

SysTick 1 

PWM チャンネル数(相補出力を除く) 28 (16) 

通信インター

フェース 

I2C 1 

SPI 2 

UART 2 

GPIOs 43 35 

DMA 6 channels 

CALC 演算アクセラレータ 32bits (除算/平方根) 

CMP 1 

12-bits ADCs 

(外部/内部チャネル) 
16 ext. + 4 int. 14 ext.+ 4 int. 

OPAMP 1 

MCU 最大動作周波数 80MHz 

デジタル系動作電圧範囲（VDDH） 2.0 - 5.5V 

アナログ系動作電圧範囲（VDDA） 2.4 - 5.5V 

パッケージ LQFP48（7x7mm） QFN40（5x5mm） 
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図 1. PT2E01 システム構造図 
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3 機能概要 

3.1 MCU のコア 

3.1.1 ARM Cortex-M0 

プロセッサの構成と機能は以下のとおりです: 

◆ 内蔵割り込みベクター コントローラ（NVIC）: 32 個の外部割り込み 

◆ リトルエンディアン・バイトオーダー（Lillte-Endianness） 

◆ 統合システム タイマ - SysTick 

◆ サスペンドデバッグのサポート 

◆ 高速乗算器 

◆ 標準 SWD（Serial Wire Debug）プロトコル デバッグ インターフェースのサポート 

この章では、以下のプロセッサ ペリフェラル機能に関する基本情報を説明します。 

◆ CPU システム タイマ コントロール（SysTick） 

◆ CPU ネスト型ベクター割り込みコントローラ（NVIC） 

◆ CPU システム コントロール 

3.1.2 NVIC 

◆ 32 個のマスク可能な割り込みチャンネル(16 個の割り込みラインは含みません） 

◆ プログラマブルな優先度（2 ビットの割り込み優先度を使用） 

◆ 低レイテンシの例外および割り込み処理 

◆ パワー マネージメント コントロール 

◆ システム コントロール レジスタの実装 

NVIC はプロセッサ コア インターフェースと緊密に結合されており、低レイテンシの割り込み処理と、遅れて到着する

割り込みの効率的な処理を可能にします。    コア例外を除くすべての割り込みは NVIC によって管理されます。 

3.1.3 システム タイマ 

集内蔵システム タイマ SysTick は、シンプルな 24 ビットのクリア書き込み・デクリメント カウンタと柔軟な制御メカ

ニズムを提供します。 

リアルタイム オペレーティング システム（RTOS）のタイミング タイマやシンプルなカウンタとして使用できます。 

3.1.4 メモリ 

嵌内蔵フラッシュメモリは最大 64KB をサポートし、アプリケーション コードやデータを保存できます。 

フラッシュメモリ コントローラにより、オンライン システム プログラマ（ICP）、SWD、BootROM、またはアプリケーショ

ンを介して、PCB に実装された状態でチップのデータを変更することができます。 
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3.1.5 SRAM 

最大 8KB をサポートし、コアによるシングル サイクル アクセスをサポートします。 

3.1.6 FLASH メモリ 

フラッシュ メモリ記憶領域は最大 64KB で、プログラムとデータの保存に使用されます。 

3.1.7 フラッシュメモリのロック解除 

フラッシュメモリ コントローラは初期状態でロックされている為、ユーザーはフラッシュメモリ コントローラを介してフラッシ

ュメモリの書き込みや消去を行うことができません。 これにより、フラッシュメモリ内のデータが誤って消去または上

書きされることを防止できます。  ユーザーがフラッシュメモリの書き込みおよび消去機能を使用する必要がある場

合は、まずフラッシュメモリ コントローラのロックを解除する必要があります。 

ロック解除プロセスでは、2 組のロック解除キーを連続して入力する必要があります。 

3.1.8 メモリ保護 

プログラム領域の保護機能は、ユーザー コード読み出し保護（UCRP）、読み出し保護（RP）、書き込み保護

（WP）に分かれています。 読み出し保護を除く他の保護機能はページ単位で設定でき、最大 2 グループのイン

ターバル保護をサポートします。 全ての保護設定は設定後すぐには有効になりません。 

設定ワードプロセスを再読み込みし、電源を再投入し、スタンバイモードまたはシャットダウン モードから復帰するこ

とで、新しい保護設定が有効になります。 

◆ ユーザーコード読み出し保護 (UCRP):   FLASH の連続領域をユーザーコード読み出し保護領域として設定

できます。  ユーザーはデバッグ インターフェースや領域外で実行されているプログラムから読み取る事はできま

せん。 保護領域内の情報の上書きを防ぎ、プログラミングと消去を禁止します。 

◆ 読み出し保護（RP）： 

◼ Level 0： 保護なし 

◼ Level 1： デバッグ インターフェース経由で読み出す事も、SRAM 上で実行されているプログラム経 

     由で読み出す事もできません。  

この領域内のプログラムだけが, この領域の読み取りと変更を実行できます。    

保護設定情報が格納されている領域は、この制限を受けません。 

◼ Level 2： デバッグ インターフェースからのアクセスは全て禁止され、システムはプログラム領域にマッピング 

 され、SRAM 上で実行する事はできません。  

この領域内のプログラムだけがこの領域の読み取りと変更を実行できます。 

Level 2 がオンの場合、プログラムによる保護レベルの変更は実行できません。 

◆ 書き込み保護（WP）： プログラム領域のデータが誤って消去または上書きされるのを防ぎます。 

FLASH の連続領域を書き込み保護領域として設定する事ができ、ユーザーはその領域に対してページ消

去やプログラミング操作を実行できませんが、読み取りは許可されます。 

3.1.9 ブートモード 

チップの電源投入後、チップ コンフィグレーション ワードの BOOT 設定を通じて、以下の 2 つのブート モードを選択

します： 

◆ ユーザー プログラムからのブート（アドレスは 0x00000000）。 

◆ BootRom からのブート（アドレスは 0x1FFF0000）。 



 PT2E01 
 

 PRE5.0 11/60 

 

3.2 パワー マネージメント 

電源電圧は 2.0V～5.5V です。 全ての I/O および内部レギュレータは、VDDH ピンから供給されます。 

3.2.1 電源監視 

◆ パワーオン/パワーオフ リセット（POR / PDR）： 電源電圧が VPOR/VPDR を下回ると、システムはリセッ

ト状態になります。 

◆ ブラウン アウト リセット（BOR）： 電源投入時、ブラウン アウト リセット（BOR）は、電源電圧が設定

された VBOR しきい値に達するまでシステムをリセット状態に保ちます。しきい値は 8 つの値から選択できま

す。 

電源電圧が選択された VBOR しきい値を下回ると、システムはリセット状態になります。。 

◆ 低電圧検出（LVD）： 16 の監視システム電源しきい値をサポートします。  電源電圧が設定された

VLVD しきい値に達すると、LVD 割り込みイベントが生成され、ウェイクアップ メカニズムに使用できます。 

3.2.2 電圧レギュレータ 

コアの電圧レギュレータ： コアに安定した電圧を供給し、コアの安定した動作を確保します。 

3.2.3 低消費電力モード 

5 つの低消費電力モードが用意されています: 

◆ SLEEP モード： CPU は静的な状態にあり、全てのペリフェラルは動作状態を維持し、ペリフェラル割り込み

イベントによってウェイクアップします。 

◆ STOP0 モード： 全てのクロックソースがオフになり、ペリフェラル割り込みウェイクアップはサポートされません。 

消費電力を削減する為に、FLASH を STOP モードになるように設定できます。 

このモードは、IWDT、低電圧検出（LVD）、外部ウェイク アップ WKUPx ピン、UART または I2C Rx イベン

ト、または NRST ピンのプルダウンによってのみウェイク アップできます。 

◆ STOP1 モード： 全てのクロックソースをオフにし、ペリフェラル割り込みウェイクアップをサポートしません。 

コアデータと SRAM ストレージデータは保持されます。 

IWDT、低電圧検出 (LVD)、外部ウェイクアップ WKUPx ピン、UART または I2C Rx イベント、または 

NRST ピンのプルダウンによってのみウェイクアップできます。 

◆ STANDBY モード： コア電源をオフにし、全てのコアデータと SRAM データをクリアします。 

IWDT、低電圧検出 (LVD)、外部ウェイクアップ WKUPx ピン、または NRST ピンをローにする事でのみウェ

イクアップできます。 

◆ SHUTDOWN モード： コア電源と BandGap をオフにして、消費電力を最小限に抑えます。 

BandGap がオフしているため、BOR および LVD 機能は使用できません。 

IWDT、外部ウェイクアップ WKUPx ピン、または NRST ピンをローにする事でのみウェイクアップできます。 

3.3 クロック管理 

◆ HRC： 内部高速 RC 発振器（周波数 16MHz、システム クロックとしてプリセット） 

◆ HOSC： 外部高速水晶発振器（4MHz～32MHz に対応） 

◆ LRC： 内部低速 RC 発振器（周波数約 32kHz） 

◆ PLL： 最大 80MHz の周波数逓倍が可能な位相同期回路（PLL）。 分数周波数設定をサポートし、 
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基準 クロックソースは HRC/HOSC から選択可能 

3.4 ウォッチドッグ タイマ（IWDT/ WWDT） 

◆ 独立ウオッチドッグ タイマ（Independent Watchdog）： IWDT 機能を有効にすると、カウント クロック

は 32KHz LRC に強制的に設定されます。 ユーザーはソフトウェアでこれを停止することはできません。 

この機能は、メインクロックの停止、プログラム異常によるウォッチドッグへのデータ供給不能など、ソフトウェア 

プログラムおよびハードウェアの異常を検出するために使用されます。 

カウンタがタイムアウトすると、システム リセットがトリガされます。 

デバッグ モードでは、タイマをフリーズできます。 

◆ ウィンドウ ウォッチドッグ タイマ（Window Watchdog）： WWDT のカウント クロックはシステム クロック

PCLK です。 この機能は、ソフトウェアがウォッチドッグへのデータ供給を行わない（遅すぎる）場合や、ウォッ

チドッグへのデータ供給が早すぎる場合を検出するために使用されます。 これらの異常を検出すると、プログ

ラムが制御不能な状態に陥るのを防ぐためにシステムリセットがトリガされます。 

デバッグモードでは、タイマをフリーズできます。 

3.5 汎用 IO ポート（GPIO） 

各 GPIO ピンは個別に入力または出力として設定でき、オープン ドレインまたはオープン ソース出力制御、駆動強

度の選択、プルアップまたはプルダウンの選択、CMOS/TTL 入力の選択、アナログ フィルタの入力イネーブル制御を

独立して実行できます。  

ほとんどのポートは、アナログや他のデジタル ペリフェラル機能と多重化できます。 

各ポートは個別に割り込みをサポートし、16 個の割り込みベクターにマッピングされています。 

3.6 外部割り込み/イベント コントローラ（EXTI） 

外部割り込み/イベント コントローラ (EXTI) は、複数の独立した設定可能なエッジ検出機能を提供し、立ち上が

りエッジ、立ち下がりエッジ、または立ち上がりと立ち下がりエッジのトリガをサポートし、割り込みまたはイベント要件

を生成します。 

これには、全ての GPIO ピン、コンパレータ CMP、低電圧検出 LVD イベント、および外部ピン WKUPx によってトリ

ガされるウェイクアップ イベントが含まれます。 

3.7 巡回冗長検査（CRC） 

CRC（Cyclic Redundancy Check）は、主に生成多項式とデータ間の演算で CRC チェック結果を生成します。   

主にデータ転送やデータ保存時に発生する可能性のあるエラーをチェックするために使用されます。 

CRC32、CRC16、CRC8 をサポートし、生成多項式（Generate Polynomial）を自身で編集したり、DMA によ

るデータ転送を行ったりする事ができます。 

3.8 カリキュレータ（CALC）  

CALC（Calculator）は、符号付き除算と平方根の計算のハードウェア アクセラレーションを実行できます。 
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3.9 タイマ 

拡張タイマ 1 個、汎用タイマ 4 個、基本タイマ 1 個が含まれています。以下の表は機能比較です： 

表 2. 各種タイマ機能の比較表 

タイマの種類 
カウント 

ビット数 

カウント 

タイプ 
分周比 

トリガ

ADC 

入力キャプチャ/

出力コンペア 

チャネル数 

PWM 

相補出力 

ペリフェ

ラル数 

拡張タイマ  

（E16C6T） 
16 ビット 

カウントアップ

カウントダウン 

カウント 

アップとダウン 

1~216 
サポート 

可 
4 4 1 

汎用タイマ  

（A32C2T） 
32 ビット 

カウントアップ

カウントダウン 

カウント 

アップとダウン 

1~216 
サポート 

可 
2 1 2 

汎用タイマ  

（A16C4T） 
16 ビット 

カウントアップ

カウントダウン 

カウント 

アップとダウン 

1~216 
サポート 

可 
4 3 2 

基本タイマ  

（B16T） 
16 ビット カウントアップ 1~216 

サポート 

可 
サポート不可 サポート不可 1 

 

3.9.1 拡張タイマ 16 ビット 6 チャネル（E16C6T1） 

◆ 3 つの 16 ビット自動リロード カウンタ モード： 

◼ インクリメント 

◼ デクリメント 

◼ インクリメント/デクリメント 

◆ タイマ実行時に、カウンタクロックを、16 ビット設定可能プリスケーラで 1～65536 の任意の値で分周できます 

◆ 6 つの独立したチャネルが有り、各チャネルは以下の機能をサポートします： 

◼ 入力キャプチャ （チャネル 5 とチャネル 6 を除く） 

◼ 出力比較 

◼ PWM 出力 （エッジ アライメントおよびセンター アライメント モード） 

◼ シングルパルス出力 

◆ チャネル 1～4 は相補出力をサポートし、デッドタイムを設定できます 

◆ 同期回路は、外部信号でタイマを制御したり、複数のタイマを内部で相互接続する為に使用します 

◆ リピートカウンタは、指定された回数のカウント サイクル後にタイマ レジスタを更新する為に使用します 

◆ ブレーキ機能をサポートし、ブレーキ後のタイマ出力状態を設定できます 

◆ 以下のイベントは、割り込みおよび DMA 要求の生成をサポートします： 

◼ 更新イベント： カウンタのオーバーフローまたはアンダーフロー、カウンタの初期化 （ソフトウェアまたは内

部および外部トリガ経由による) 

◼ トリガ イベント： カウンタは内部/外部トリガでカウンタの開始、停止、初期化、またはカウントします 

◼ 転流イベント(COM)/ Commutation 

◼ 入力キャプチャ 
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◼ 出力比較 

◆ インクリメンタル（直交）エンコードとホール回路による位置決めをサポートします 

◆ 外部クロック入力でカウンタが起動します。 または間欠周期的に電流を管理します 

3.9.2 汎用タイマ 32 ビット 2 チャネル（A32C2Tn，n=1～2） 

◆ 3 つの 32 ビット自動リロード カウンタ モード 

◼ インクリメント 

◼ デクリメント 

◼ インクリメント/デクリメント 

◆ タイマ実行時に、カウンタクロックを、16 ビット設定可能プリスケーラで 1～65536 の任意の値で分周できます 

◆ 2 つの独立したチャンネルが有り、各チャンネルは以下の機能をサポートします 

◼ 入力キャプチャ 

◼ 出力比較 

◼ PWM 出力 （エッジ アライメントおよびセンター アライメント モード） 

◼ シングルパルス出力 

◆ チャンネル 1 は相補出力をサポートし、デッドタイムを設定できます 

◆ 同期回路は、外部信号でタイマを制御したり、複数のタイマを内部で相互接続する為に使用します 

◆ リピートカウンタは、指定された回数のカウント サイクル後にタイマ レジスタを更新する為に使用します 

◆ ブレーキ入力をサポートします。 ブレーキ後のピン出力状態を設定できます 

◆ 以下のイベントは、割り込みと DMA 要求の生成をサポートします： 

◼ 更新イベント： カウンタのオーバーフローまたはアンダーフロー、カウンタの初期化（ソフトウェアまたは 

内部および外部トリガによる） 

◼ トリガ イベント： カウンタは内部/外部トリガでカウンタの開始、停止、初期化、またはカウントします 

◼ 転流イベント(COM)/ Commutation 

◼ 入力キャプチャ 

◼ 出力比較 

◆ インクリメンタル（直交）エンコードをサポートします 

◆ 外部クロック入力でカウンタが起動します。 または間欠周期的に電流を管理します或週期電流管理 

3.9.3 汎用タイマ 16 ビット 4 チャネル（A16C4Tn，n=1～2） 

◆ 3 つの 16 ビット自動リロード カウンタ モード 

◼ インクリメント 

◼ デクリメント 

◼ インクリメント/デクリメント 

◆ タイマ実行時に、カウンタクロックを、16 ビット設定可能プリスケーラで 1～65536 の任意の値で分周できます 

◆ 4 つの独立したチャネルが有り、各チャネルは以下の機能をサポートします 

◼ 入力キャプチャ 

◼ 出力比較 

◼ PWM 出力 
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◼ シングルパルス出力 

◆ チャネル 1～3 は相補出力をサポートし、デッドタイムを設定できます 

◆ 同期回路は、外部信号でタイマを制御したり、複数のタイマを内部で相互接続する為に使用します 

◆ リピートカウンタは、指定された回数のカウント サイクル後にタイマ レジスタを更新する為に使用します 

◆ ブレーキ機能をサポートし、ブレーキ後のタイマ出力状態を設定できます 

◆ 以下のイベントは、割り込みと DMA 要求の生成をサポートします： 

◼ 更新イベント： カウンタのオーバーフローまたはアンダーフロー、カウンタの初期化（ソフトウェアまたは 

内部および外部トリガによる） 

◼ トリガ イベント： カウンタは内部/外部トリガでカウンタの開始、停止、初期化、またはカウントします 

◼ 転流イベント(COM)/ Commutation 

◼ 入力キャプチャ 

◼ 出力比較 

◆ インクリメンタル（直交）エンコードとホール回路による位置決めをサポートします 

◆ 外部クロック入力でカウンタが起動します。 または間欠周期的に電流を管理します或週期電流管理 

3.9.4 基本定時器 16 位 （B16T1） 

◆ ひとつの 16 ビット自動リロード カウンタ モード 

◼ インクリメント 

◆ タイマ実行時に、カウンタクロックを、16 ビット設定可能プリスケーラで 1～65536 の任意の値で分周できます 

◆ 以下のイベントは割り込みと DMA 要求の生成をサポートします： 

◼ 更新イベント： カウンタのオーバーフロー、カウンタの初期化 
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3.10 ユニバーサル非同期 送受信器（UART） 

汎用非同期送受信機（UART）は、MCU と外部デバイスとの間で、業界標準の NRZ 形式による全二重非

同期シリアルデータ通信を実現します。 また、小数分解能を持つボーレート ジェネレータにより、複数のボーレート設

定に対応します。 

UART は非同期通信モードおよび半二重の単線通信をサポートします。 

さらに LIN（Local Interconnection Network）、 スマート カード プロトコル、 

IrDA（Infrared Data Association）SIR ENDEC 規格、 および CTS/RTS によるハードウェアフロー制御、 

さらに マルチ プロセッサ通信 にも対応しています。 

また、DMA を用いたマルチ バッファ構成をサポートしており、高速データ通信を可能とします。 

表 3. UART1/2 固有の機能設定 

UART モードと機能 UART1 UART2 

ハードウェア自動フロー制御   

DMA 連続通信   

マルチ プロセッサ通信   

デュアル クロック ドメイン と   

ウェイクアップ割り込み 
  

スマートカード モード   

単線 半二重モード   

IrDA SIR モジュール   

LIN モード   

タイムアウト検出   

Modbus 通信   

自動ボーレート検出   

RS485 ドライバの有効化   

UART データ幅 5、 6、 7、 8、 9 (アドレス指定モード用) Bits 

FIFO の深さ 8 Bytes 

3.11 Inter-Integrated Circuit Bus（I2C） 

 I2C は、デバイス間でデータを交換するシンプルで効果的な 2 線式の双方向シリアル伝送バスです。         

I2C は、競合検出とアービトレーション機能を備えたマルチホストバスです。 

複数のホストが同時にバスを制御しようとした場合、アービトレーションによってデータ破損を防止できます。 

スタンダード モード（Sm）、ハイスピ－ド モード（Fm）、ハイスピ－ド プラス（Fm+）がユーザー選択できます。 

SMBus（システムマネジメントバス）と PMBus（電源マネジメントバス）も提供されています。 

3.12 Serial Peripheral Interface（SPI） 

Serial Peripheral Interface（SPI）は、外部の SPI デバイスと半二重又は全二重の同期シリアル通信ができま

す。 

インターフェースは、マスターモードまたはスレーブモードに設定できます。 

マスターモードに設定すると、外部 SPI スレーブデバイスに通信クロック (SCK) を供給できます。 

インターフェースは、マルチマスターモード構成でも動作します。 

受信 FIFO と送信 FIFO のサイズはそれぞれ 4 バイトです。  
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3.13 アナログ 

3.13.1 内部分圧抵抗（VRES） 

抵抗ネットワークは、アナログ電源 (VDDA) の電圧を分圧するために使用されます。 

分圧された信号は、アナログ コンパレータ (CMP)、オペアンプ (OPAMP)、およびアナログ/デジタルコンバータ 

(ADC) に供給されます。 

図 2. 内部分圧抵抗回路 

VDDA

111111
31/32

30/32
111110

100011

100010

100001

...

...

100000

3/32

2/32

1/32

VRES1

{VRESEN,VRES1SEL[4:0]}

VSSA

0xxxxxN.C.

0/32

 

3.13.2 アナログ コンパレータ（CMP） 

1 つのアナログコンパレータ (CMP1) が有ります。  

アナログ信号電圧の大小を比較するための正/負の入力選択を提供します。 

◆ 内部基準電圧を共有します。 

◆ ソース コンパレータの出力をブランクにします。 

◆ 各コンパレータには、正入力と設定可能な負入力があります。 設定可能な負入力は次のとおりです： 

◼ I/O 入力ピン。 

◼ 内部基準電圧（VREFINT）。 

◆ 他の IP にトリガー信号を供給します（タイマ）。 

◆ 各コンパレータは、EXTI コントローラを介して割り込みを生成できます。 

3.13.3 アナログ/デジタル コンバータ（ADC） 

逐次比較型レジスタ（SAR）アーキテクチャを採用した 12 ビット A/D コンバータ（ADC1）が 1 つあります。 

合計 20 チャネルで最大 16 個の外部信号入力をサポートします。 

◆ 設定できる分解能：12 ビット、10 ビット、8 ビット、または 6 ビット 

◆ 割り込み： 変換終了時、挿入変換終了時、シミュレートされたウォッチドッグ、またはオーバーフロー イベント
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発生時に割り込みが生成されます 

◆ データ アライメントを設定可能 

◆ 単一、連続、または不連続の変換モードを選択可能 

◆ 各チャネルのサンプリング時間を個別に設定可能 

◆ 通常の変換チャネルと挿入変換チャネルの外部トリガ極性を設定可能 

◆ 設定可能なリファレンス ソースと変換クロック 

◆ DMA 要求： 通常のチャンネル変換中に DMA 要求を生成できます 

◆ インジェクト チャンネル専用の 4 つのインジェクト データレジスタ 

◆ 低消費電力モード： 自動遅延、自動シャットダウンの変換モード 

3.13.4 オペアンプ（OPAMP） 

1 つのオペアンプ (OPAMP) が有ります。 入力と出力を外部ピンに接続できるため、ユーザーは OPAMP を様々

なデバイスに対して使用できます。 

◆ レール・ツー・レールの電圧入出力範囲 

◆ 低入力バイアス電流 

◆ 低入力オフセット電圧 

◆ 高周波帯域ゲイン 

◆ 高速モードにより変換速度を向上 

◆ 差動増幅モードをサポート 

図 3. オペアンプの機能回路図 
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4 端子の説明 

4.1 QFN40 端子配置図 

図 4. PT2E01-U6OI(A) QFN40（5x5mm）の端子配置図 
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4.2 LQFP48 端子配置図 

図 5. PT2E01-Q6LI(A) LQFP48（7x7mm）の端子配置図 
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4.3 端子の定義 

表 4. 端子の定義 
LQ

F
P
4
8
 

Q
F
N

4
0

 
端子名 

端子 

機能 

タイプ 

端子機能 

代替機能 アナログ機能 

1 — PA09 I/O/A 

SPI1_SCK 

SPI2_SCK 

I2C1_SCL 

UART1_CK 

A16C4T2_ETR 

A16C4T2_CH1 

A16C4T2_CH3 

ADC_IN9 

2 — PA10 I/O/A 

SPI1_NSS 

SPI2_MOSI 

I2C1_SDA 

UART1_CTS 

UART2_TX 

A32C2T2_ETR 

A16C4T2_CH3N 

A16C4T2_CH4 

BKIN_ETR_EXT1 

ADC_IN10 

3 1 PA11 I/O/A 

SPI1_MOSI 

SPI2_MISO 

I2C1_SMBA 

UART1_RTS 

UART2_RX 

E16C6T1_CH4 

A16C4T2_CH2N 

A16C4T2_CH1 

MCORDY 

ADC_IN11 

4 2 PA12 I/O/A 

SPI1_MISO 

SPI2_SCK 

UART1_TX 

UART2_RTS 

E16C6T1_CH4N 

A16C4T2_CH1N 

A16C4T2_CH2 

MCO 

 

5 3 PA13 I/O/A 

SPI2_NSS 

I2C1_SMBA 

UART1_RX 

UART2_CTS 

A32C2T2_ETR 

E16C6T1_ETR 

A16C4T2_CH3 

TRIM_EXCLK 

CKTEST_OUT 

6 4 VSSH G GROUND 

7 5 PC15_HOSCO I/O/A 

I2C1_SDA 

UART2_TX 

A32C2T1_ETR 

A32C2T1_CH1 

A16C4T2_CH4 

BKIN_ETR_EXT1 

HOSCO 

8 6 PC14_HOSCI I/O/A 

I2C1_SCL 

UART2_RX 

A16C4T2_ETR 

A32C2T1_CH2 

A32C2T1_CH1N 

BKIN_ETR_EXT2 

HOSCI 

9 7 VDDH P POWER 
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LQ
F
P
4
8
 

Q
F
N

4
0

 

端子名 

端子 

機能 

タイプ 

端子機能 

代替機能 アナログ機能 

10 — PD09 I/O/A 

SPI1_MOSI 

SPI2_SCK 

I2C1_SMBA 

UART1_TX 

UART2_RTS 

E16C6T1_CH2 

A32C2T2_CH1 

TRIM_EXCLK 

 

11 — PD08 I/O/A 

SPI1_MISO 

SPI2_NSS 

I2C1_SCL 

UART1_RX 

UART2_CTS 

E16C6T1_CH2N 

A32C2T2_CH2 

A32C2T2_CH1N 

 

12 8 PB05 I/O/A 

SPI1_NSS 

I2C1_SDA 

UART1_CTS 

UART2_TX 

A16C4T1_BKIN 

A16C4T1_CH1 

A16C4T2_CH3N 

IR_OUT 

WKUP5 

 

13 9 PB04 I/O/A 

SPI1_SCK 

UART1_RX 

UART2_RX 

A16C4T2_BKIN 

A16C4T1_CH2 

A16C4T1_CH3N 

BKIN_ETR_EXT1 

WKUP4 

 

14 10 PB03 I/O/A 

SPI1_MOSI 

SPI2_MISO 

I2C1_SMBA 

UART1_CK 

UART2_CTS 

E16C6T1_ETR 

A16C4T1_CH3 

A16C4T2_CH3 

BKIN_ETR_EXT2 

WKUP3 

 

15 11 PB02 I/O/A 

SPI1_MISO 

SPI2_MOSI 

I2C1_SCL 

UART1_RTS 

UART2_RTS 

E16C6T1_BKIN 

A16C4T1_CH1N 

A16C4T2_CH1 

BKIN_ETR_EXT1 

WKUP2  
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F
P
4
8
 

Q
F
N

4
0

 

端子名 

端子 

機能 

タイプ 

端子機能 

代替機能 アナログ機能 

16 12 PB01 I/O/A 

SPI1_SCK 

SPI2_SCK 

I2C1_SDA 

UART1_TX 

UART2_TX 

A32C2T1_BKIN 

A16C4T1_CH2N 

A16C4T1_CH4 

BKIN_ETR_EXT1 

WKUP1 

 

17 13 PB00 I/O/A 

SPI1_NSS 

SPI2_NSS 

UART1_RX 

UART2_RX 

A32C2T2_BKIN 

A16C4T1_CH3N 

A16C4T2_CH4 

BKIN_ETR_EXT2 

WKUP0 

 

18 — PD07 I/O/A 

SPI1_MISO 

I2C1_SCL 

UART1_RX 

A32C2T1_ETR 

A16C4T1_CH4 

A16C4T2_CH1 

 

19 14 NRST A SYSTEM MAIN RESET 

20 15 PD06 I/O/A 

SPI1_SCK 

SPI2_MOSI 

I2C1_SDA 

UART1_CTS 

UART2_TX 

E16C6T1_CH1 

E16C6T1_CH4 

 

21 16 PD05 I/O/A 

SPI1_NSS 

SPI2_MISO 

I2C1_SMBA 

UART1_RTS 

UART2_RX 

E16C6T1_CH1N 

E16C6T1_CH4N 

 

22 — PB06 I/O/A 

SPI1_MOSI 

SPI2_SCK 

I2C1_SDA 

UART1_TX 

E16C6T1_CH1 

E16C6T1_CH4 

WKUP6 

 

23 — PB07 I/O/A 

SPI1_MISO 

SPI2_NSS 

I2C1_SCL 

UART1_RX 

UART2_RTS 

E16C6T1_CH1N 

E16C6T1_CH4N 

A16C4T1_CH1 

WKUP7 

 

24 17 PC00(1) I/O/A 

SWCLK 

UART1_TX 

E16C6T1_CH1 

A32C2T1_CH1 
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LQ
F
P
4
8
 

Q
F
N

4
0

 

端子名 

端子 

機能 

タイプ 

端子機能 

代替機能 アナログ機能 

25 18 PC01(1) I/O/A 

SWDIO 

SPI2_NSS 

UART1_RX 

UART2_CTS 

E16C6T1_CH1N 

A32C2T1_CH2 

A32C2T1_CH1N 

MCORDY 

 

26 19 PC02 I/O/A 

SPI2_MOSI 

I2C1_SDA 

UART1_RTS 

UART2_TX 

E16C6T1_CH3 

E16C6T1_CH4N 

A32C2T2_CH1 

MCO 

 

27 20 PC03 I/O/A 

SPI1_NSS 

SPI2_MISO 

I2C1_SCL 

UART1_CTS 

UART2_RX 

E16C6T1_CH3N 

A32C2T2_CH2 

A32C2T2_CH1N 

CMP_OUT 

 

28 21 PC04 I/O/A 

SPI1_SCK 

SPI2_SCK 

I2C1_SMBA 

UART1_CK 

E16C6T1_CH2N 

A16C4T1_CH3 

 

29 22 PC05 I/O/A 

SPI1_MOSI 

SPI2_SCK 

I2C1_SDA 

UART1_TX 

E16C6T1_CH1N 

A16C4T1_CH4 

A16C4T1_CH3N 

 

30 23 PC06 I/O/A 

SPI1_MISO 

SPI2_MOSI 

I2C1_SCL 

UART1_RX 

UART2_TX 

E16C6T1_CH3 

A32C2T1_CH1 

A32C2T2_CH1 

 

31 24 PC07 I/O/A 

SPI2_MISO 

I2C1_SMBA 

UART1_TX 

UART2_RX 

E16C6T1_CH2 

A32C2T1_CH2 

A32C2T1_CH1N 
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端子名 

端子 

機能 

タイプ 

端子機能 

代替機能 アナログ機能 

32 25 PD04 I/O/A 

SPI1_MISO 

SPI2_NSS 

I2C1_SCL 

UART1_RX 

UART2_RTS 

E16C6T1_CH1 

A32C2T2_CH2 

A32C2T2_CH1N 

BKIN_ETR_EXT2 

 

33 26 PD03 I/O/A 

SPI1_NSS 

SPI2_MOSI 

I2C1_SMBA 

UART1_CTS 

UART2_TX 

E16C6T1_CH2 

E16C6T1_CH4 

A16C4T1_CH1 

IR_OUT 

ADC_IN15 

CMP_INN3 

34 27 PD02 I/O/A 

SPI1_SCK 

SPI2_MISO 

I2C1_SDA 

UART1_CK 

UART2_RX 

E16C6T1_CH2N 

A16C4T1_CH2 

A16C4T1_CH1N 

ADC_IN14 

CMP_INP3 

35 28 PD01 I/O/A 

SPI1_MOSI 

SPI2_NSS 

I2C1_SDA 

UART1_TX 

UART2_CTS 

A16C4T1_ETR 

A16C4T2_CH1 

A16C4T2_CH2N 

BKIN_ETR_EXT2 

ADC_IN13 

CMP_INN2 

OPA_VINN1 

36 29 PD00 I/O/A 

SPI1_MISO 

SPI2_SCK 

I2C1_SCL 

UART1_RX 

A16C4T1_CH1 

A16C4T2_CH2 

A16C4T2_CH1N 

BKIN_ETR_EXT1 

ADC_IN12 

CMP_INP2 

OPA_VINP1 

37 — PC08 I/O/A 

I2C1_SMBA 

UART1_RTS 

E16C6T1_BKIN 

A16C4T1_CH1 

A16C4T1_CH2N 

 

38 30 PA00 I/O/A 

SPI1_SCK 

SPI2_MOSI 

UART1_CTS 

UART2_CTS 

E16C6T1_CH2 

A16C4T1_CH2 

A16C4T1_CH1N 

MCO 

ADC_IN0 

OPA_VINP0 
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LQ
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P
4
8
 

Q
F
N

4
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端子名 

端子 

機能 

タイプ 

端子機能 

代替機能 アナログ機能 

39 31 PA01 I/O/A 

SPI1_NSS 

SPI2_MISO 

I2C1_SMBA 

UART1_RTS 

UART2_RTS 

E16C6T1_CH2N 

A16C4T1_CH3 

A16C4T1_CH2N 

MCORDY 

ADC_IN1 

OPA_VINN0 

40 32 PA02 I/O/A 

SPI1_MOSI 

SPI2_NSS 

I2C1_SDA 

UART1_RX 

UART2_TX 

E16C6T1_CH3 

A32C2T2_CH1 

TRIM_EXCLK 

ADC_IN2 

CMP_INP1 

OPA_VOUT 

41 33 PA03 I/O/A 

SPI1_MISO 

SPI2_SCK 

I2C1_SCL 

UART1_TX 

UART2_RX 

E16C6T1_CH3N 

A32C2T2_CH2 

A32C2T2_CH1N 

BKIN_ETR_EXT2 

ADC_IN3 

CMP_INN1 

OPA_VINP2 

42 34 VDDA P ANALOG POWER 

43 35 VSSA G ANALOG GROUND 

44 36 PA04 I/O/A 

SPI1_NSS 

I2C1_SDA 

UART1_RX 

A16C4T1_BKIN 

E16C6T1_CH3 

A16C4T2_CH1N 

IR_OUT 

ADC_IN4 

CMP_INP0 

45 37 PA05 I/O/A 

SPI1_SCK 

I2C1_SCL 

UART1_TX 

UART2_TX 

A16C4T2_BKIN 

E16C6T1_CH3N 

A16C4T2_CH2N 

IR_OUT 

ADC_IN5 

CMP_INN0 

46 38 PA06 I/O/A 

SPI1_NSS 

SPI2_MOSI 

I2C1_SMBA 

UART1_RX 

UART2_RX 

A32C2T1_BKIN 

A16C4T2_CH3N 

ADC_IN6 

47 39 PA07 I/O/A 

SPI1_MOSI 

SPI2_MISO 

I2C1_SDA 

UART1_TX 

UART2_TX 

A32C2T2_BKIN 

E16C6T1_BKIN 

A16C4T2_CH1 

MCORDY 

ADC_IN7 
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端子名 

端子 

機能 

タイプ 

端子機能 

代替機能 アナログ機能 

48 40 PA08 I/O/A 

SPI1_MISO 

SPI2_NSS 

UART1_RX 

UART2_RX 

A16C4T1_ETR 

E16C6T1_ETR 

A16C4T2_CH2 

MCO 

ADC_IN8 

— — EPAD (VSSH) G DIGITAL GROUND 

注：(1) システムリセット後、SWCLK（PC00）はプルダウンモード、SWDIOK（PC01）はプルアップモードにデフォルトで設定されます。 
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4.4 端子の定義 

表 5. 端子の定義説明 

端子名 説      明 

電源 

VDDH デジタル と IO の電源 

VSSH デジタル と IO のグランド 

VDDA アナログ電源 

VSSA アナログ グランド 

クロック 
HOSCI 外部高速発振器クロック入力／外部高速クロック入力 

HOSCO 外部高速発振器クロック出力 

システム 

インターフェース 

NRST 外部リセット入力端子 

SWCLK SWD アダプタインターフェースクロック 

SWDIO SWD アダプタインターフェースデータ入出力 

MCO マイクロコントローラクロック出力 

WKUPy 低消費電力外部ウェイクアップ入力 (y=0～7) 

タイマ 

E16C6Tx_CHy E16C6Tx チャネル Y 入出力 (x=1; y=1,2,3,4) 

E16C6Tx_CHyN E16C6Tx チャネル Y 相補出力 (x=1; y=1,2,3,4) 

E16C6Tx_ETR E16C6Tx 外部トリガ入力 (x=1) 

E16C6Tx_BKIN E16C6Tx ブレーキ入力 (x=1) 

A32C2Tx_CHy A32C2Tx チャネル Y 入出力 (x=1,2; y=1,2) 

A32C2Tx_CHyN A32C2Tx チャネル Y 相補出力 (x=1,2; y=1) 

A32C2Tx_ETR A32C2Tx 外部トリガ入力 (x=1,2) 

A32C2Tx_BKIN A32C2Tx ブレーキ入力 (x=1,2) 

A16C4Tx_CHy A16C4Tx チャネル Y 入出力 (x=1,2; y=1,2,3,4) 

A16C4Tx_CHyN A16C4Tx チャネル Y 相補出力 (x=12; y=1,2,3) 

A16C4Tx_ETR A16C4Tx 外部トリガ入力 (x=1,2) 

A16C4Tx_BKIN A16C4Tx ブレーキ入力 (x=1,2) 

BKIN_ETR_EXTx 外部ブレーキ/トリガ入力 (x=1,2) 

通信 

インターフェース I2C 

I2Cx_SMBA I2Cx SMBus アラートピン (x=1) 

I2Cx_SCL I2Cx シリアルクロック (x=1) 

I2Cx_SDA I2Cx シリアルデータ入出力 (x=1) 

通信 

インターフェース  

SPI 

SPIx_SCK SPIx マスターモードクロック出力/スレーブモード入力 (x=1,2) 

SPIx_MOSI SPIx マスターモードデータ出力/スレーブモードデータ入力 (x=1,2) 

SPIx_MISO SPIx マスターモードデータ入力/スレーブモードデータ出力 (x=1,2) 

SPIx_NSS SPIx チップセレクト (x=1,2) 

通信 

インターフェース  

UART 

UARTx_TX UARTx データ送信 (x=1,2) 

UARTx_RX UARTx データ受信 (x=1,2) 

UARTx_CTS UARTx 送信許可 (x=1,2) 

UARTx_RTS UARTx 送信要求 (x=1,2) 

UARTx_CK UARTx スマートカードモードクロック出力 (x=1) 

IR_OUT 赤外線コントロール出力 

アナログ 

ADC1_INy ADC1 チャンネル y 入力 (y=0～15) 

CMPx_INP CMPx 正アナログ入力 (x=1) 

CMPx_INN CMPx 負アナログ入力 y (x=1) 

CMPx_OUT CMPx コンパレータ結果出力 (x=1) 

OPAx_VINP OPAx 正アナログ入力 (x=1) 

OPAx_VINN OPAx 負端類比輸入（x=1） 

OPAx_VOUT OPAx 類比輸出（x=1） 
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4.5 端子の多重化機能 

◆ 汎用 IO PA の多重化機能 

表 6. 汎用 IO PA の多重化機能 

端子名 AF0 AF1 AF2 AF3 AF4 AF5 AF6 AF7 AF8 AF9 ALT(A) 

PA00 SPI1_SCK SPI2_MOSI — UART1_CTS UART2_CTS E16C6T1_CH2 A16C4T1_CH2 A16C4T1_CH1N MCO — 
ADC_IN0, 

OPA_VINP0 

PA01 SPI1_NSS SPI2_MISO I2C1_SMBA UART1_RTS UART2_RTS E16C6T1_CH2N A16C4T1_CH3 A16C4T1_CH2N MCORDY — 
ADC_IN1, 

OPA_VINN0 

PA02 SPI1_MOSI SPI2_NSS I2C1_SDA UART1_RX UART2_TX E16C6T1_CH3 A32C2T2_CH1 — TRIM_EXCLK — 

ADC_IN2, 

CMP_INP1 

OPA_VOUT 

PA03 SPI1_MISO SPI2_SCK I2C1_SCL UART1_TX UART2_RX E16C6T1_CH3N A32C2T2_CH2 A32C2T2_CH1N BKIN_ETR_EXT2 — 

ADC_IN3, 

CMP_INN1, 

OPA_VINP2 

PA04 SPI1_NSS — I2C1_SDA UART1_RX — A16C4T1_BKIN E16C6T1_CH3 A16C4T2_CH1N IR_OUT — 
ADC_IN4, 

CMP_INP0 

PA05 SPI1_SCK — I2C1_SCL UART1_TX UART2_TX A16C4T2_BKIN E16C6T1_CH3N A16C4T2_CH2N IR_OUT — 
ADC_IN5, 

CMP_INN0 

PA06 SPI1_NSS SPI2_MOSI I2C1_SMBA UART1_RX UART2_RX A32C2T1_BKIN — A16C4T2_CH3N — — ADC_IN6 

PA07 SPI1_MOSI SPI2_MISO I2C1_SDA UART1_TX UART2_TX A32C2T2_BKIN E16C6T1_BKIN A16C4T2_CH1 MCORDY — ADC_IN7 

PA08 SPI1_MISO SPI2_NSS — UART1_RX UART2_RX A16C4T1_ETR E16C6T1_ETR A16C4T2_CH2 MCO -— ADC_IN8 

PA09 SPI1_SCK SPI2_SCK I2C1_SCL UART1_CK — A16C4T2_ETR A16C4T2_CH1 A16C4T2_CH3 - — ADC_IN9 

PA10 SPI1_NSS SPI2_MOSI I2C1_SDA UART1_CTS UART2_TX A32C2T2_ETR A16C4T2_CH3N A16C4T2_CH4 BKIN_ETR_EXT1 — ADC_IN10 

PA11 SPI1_MOSI SPI2_MISO I2C1_SMBA UART1_RTS UART2_RX E16C6T1_CH4 A16C4T2_CH2N A16C4T2_CH1 MCORDY — ADC_IN11 

PA12 SPI1_MISO SPI2_SCK — UART1_TX UART2_RTS E16C6T1_CH4N A16C4T2_CH1N A16C4T2_CH2 MCO — — 

PA13 — SPI2_NSS I2C1_SMBA UART1_RX UART2_CTS A32C2T2_ETR E16C6T1_ETR A16C4T2_CH3 TRIM_EXCLK -— — 
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◆ 汎用 IO PB の多重化機能 

表 7. 汎用 IO PB の多重化機能 

端子名 AF0 AF1 AF2 AF3 AF4 AF5 AF6 AF7 AF8 AF9 ALT(A) 

PB00 SPI1_NSS SPI2_NSS — UART1_RX UART2_RX A32C2T2_BKIN A16C4T1_CH3N A16C4T2_CH4 BKIN_ETR_EXT2 WKUP0 — 

PB01 SPI1_SCK SPI2_SCK I2C1_SDA UART1_TX UART2_TX A32C2T1_BKIN A16C4T1_CH2N A16C4T1_CH4 BKIN_ETR_EXT1 WKUP1 — 

PB02 SPI1_MISO SPI2_MOSI I2C1_SCL UART1_RTS UART2_RTS E16C6T1_BKIN A16C4T1_CH1N A16C4T2_CH1 BKIN_ETR_EXT1 WKUP2 — 

PB03 SPI1_MOSI SPI2_MISO I2C1_SMBA UART1_CK UART2_CTS E16C6T1_ETR A16C4T1_CH3 A16C4T2_CH3 BKIN_ETR_EXT2 WKUP3 — 

PB04 SPI1_SCK — — UART1_RX UART2_RX A16C4T2_BKIN A16C4T1_CH2 A16C4T1_CH3N BKIN_ETR_EXT1 WKUP4 — 

PB05 SPI1_NSS — I2C1_SDA UART1_CTS UART2_TX A16C4T1_BKIN A16C4T1_CH1 A16C4T2_CH3N IR_OUT WKUP5 — 

PB06 SPI1_MOSI SPI2_SCK I2C1_SDA UART1_TX — E16C6T1_CH1 E16C6T1_CH4 — — WKUP6 — 

PB07 SPI1_MISO SPI2_NSS I2C1_SCL UART1_RX UART2_RTS E16C6T1_CH1N E16C6T1_CH4N A16C4T1_CH1 — WKUP7 — 
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◆ 汎用 IO PC の多重化機能 

表 8. 汎用 IO PC の多重化機能 

端子名 AF0 AF1 AF2 AF3 AF4 AF5 AF6 AF7 AF8 AF9 ALT(A) 

PC00 SWCLK — — UART1_TX — E16C6T1_CH1 A32C2T1_CH1 — — — — 

PC01 SWDIO SPI2_NSS — UART1_RX UART2_CTS E16C6T1_CH1N A32C2T1_CH2 A32C2T1_CH1N MCORDY — — 

PC02 — SPI2_MOSI I2C1_SDA UART1_RTS UART2_TX E16C6T1_CH3 E16C6T1_CH4N A32C2T2_CH1 MCO — — 

PC03 SPI1_NSS SPI2_MISO I2C1_SCL UART1_CTS UART2_RX E16C6T1_CH3N A32C2T2_CH2 A32C2T2_CH1N CMP_OUT — — 

PC04 SPI1_SCK SPI2_SCK I2C1_SMBA UART1_CK — E16C6T1_CH2N A16C4T1_CH3 — — — — 

PC05 SPI1_MOSI SPI2_SCK I2C1_SDA UART1_TX — E16C6T1_CH1N A16C4T1_CH4 A16C4T1_CH3N — — — 

PC06 SPI1_MISO SPI2_MOSI I2C1_SCL UART1_RX UART2_TX E16C6T1_CH3 A32C2T1_CH1 A32C2T2_CH1 — — — 

PC07 — SPI2_MISO I2C1_SMBA UART1_TX UART2_RX E16C6T1_CH2 A32C2T1_CH2 A32C2T1_CH1N — — — 

PC08 — — I2C1_SMBA UART1_ RTS  E16C6T1_BKIN A16C4T1_CH1 A16C4T1_CH2N — — — 

PC14_HOSCI — — I2C1_SCL — UART2_RX A16C4T2_ETR A32C2T1_CH2 A32C2T1_CH1N BKIN_ETR_EXT2 — HOSCI 

PC15_HOSCO — — I2C1_SDA — UART2_TX A32C2T1_ETR A32C2T1_CH1 A16C4T2_CH4 BKIN_ETR_EXT1 — HOSCO 
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◆ 汎用 IO PD の多重化機能 

表 9. 汎用 IO PD の多重化機能 

端子名 AF0 AF1 AF2 AF3 AF4 AF5 AF6 AF7 AF8 AF9 ALT(A) 

PD00 SPI1_MISO SPI2_SCK I2C1_SCL UART1_RX  A16C4T1_CH1 A16C4T2_CH2 A16C4T2_CH1N BKIN_ETR_EXT1 — 

ADC_IN12 

CMP_INP2 

OPA_VINP1 

PD01 SPI1_MOSI SPI2_NSS I2C1_SDA UART1_TX UART2_CTS A16C4T1_ETR A16C4T2_CH1 A16C4T2_CH2N BKIN_ETR_EXT2 — 

ADC_IN13 

CMP_INN2 

OPA_VINN1 

PD02 SPI1_SCK SPI2_MISO I2C1_SDA UART1_CK UART2_RX E16C6T1_CH2N A16C4T1_CH2 A16C4T1_CH1N — — 
ADC_IN14 

CMP_INP3 

PD03 SPI1_NSS SPI2_MOSI I2C1_SMBA UART1_CTS UART2_TX E16C6T1_CH2 E16C6T1_CH4 A16C4T1_ CH1 IR_OUT — 
ADC_IN15 

CMP_INN3 

PD04 SPI1_MISO SPI2_NSS I2C1_SCL UART1_RX UART2_RTS E16C6T1_CH1 A32C2T2_CH2 A32C2T2_CH1N BKIN_ETR_EXT2 —  

PD05 SPI1_NSS SPI2_MISO I2C1_SMBA UART1_RTS UART2_RX E16C6T1_CH1N E16C6T1_CH4N — — —  

PD06 SPI1_SCK SPI2_MOSI I2C1_SDA UART1_CTS UART2_TX E16C6T1_CH1 E16C6T1_CH4 — — —  

PD07 SPI1_MISO — I2C1_SCL UART1_RX — A32C2T1_ETR A16C4T1_CH4 A16C4T2_CH1 — —  

PD08 SPI1_MISO SPI2_NSS I2C1_SCL UART1_RX UART2_CTS E16C6T1_CH2N A32C2T2_CH2 A32C2T2_CH1N — —  

PD09 SPI1_MOSI SPI2_SCK I2C1_SMBA UART1_TX UART2_RTS E16C6T1_CH2 A32C2T2_CH1 -— TRIM_EXCLK —  
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5 電気的特性 

5.1 パラメータ条件 

5.1.1 最小値、最大値、および標準値 

最大値および最小値は、全デバイスを規定の温度範囲内でテストした際に、最悪条件（周囲温度、電源電圧、

クロック周波数などを含む）で保証できるデータです。 

特に指定がない限り、標準値は、温度 TA = 25℃、電源電圧 VDDH = 5V（2.0V ≤ VDDH ≤ 5.5V）の条件

下で測定された電気的データです。 

一部の項目に於いて、データは測定値ではなく、設計上の理論値が記されています。 

5.1.2 チップの電源部回路図 

図 6.電源部の回路図 
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5.1.3 電流測定 

チップ電流を測定する場合、VDDH ピンと VDD 電源の間に電流計を直列に接続して測定します。 

接続方法は下図に示します。 

測定前に、周辺機器の電源をオフにし、GPIO が出力モードに設定されていない事を確認します。 

同時に、LED、プルアップ抵抗、プルダウン抵抗などの部品を含む、測定ボード上の全ての負荷を取り外します。 

周辺機器の電源をオフにし、GPIO が出力モードに設定されていない事を確認します。 

同時に、LED、プルアップ抵抗、プルダウン抵抗などの部品を含む、測定ボード上の全ての負荷を取り外します。 

図 7. 電流測定 
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5.2 IC チップの最大定格 

以下の表は、IC チップが耐えられる限界の電気パラメータ値を示しています。 

この範囲を超えると、IC チップに永久的な損傷を与える可能性があります。 

5.2.1 絶対最大電圧定格 

表 10. 限界電圧定格 

記号 項     目 最小値 最大値 単位 

VDD 外部電源電圧（VDDH を含む） – 0.3 7.5 V 

VIN 外部端子入力電圧 – 0.3 VDD+0.3 V 

|∆VDDH| 各 VDD 電源端子間の電圧差 – 50 mV 

|∆VSSH| 各 VSS グランド端子間の電圧差 – 50 mV 

VESD 静電放電電圧 5.3.10.1「静電放電（ESD）」を参照ください。 

 

5.2.2 絶対最大電流定格 

表 11. 限界電流定格 

記号 項     目 最小値 最大値 単位 

IVDD VDDH 電源端子、最大入力電流 – 200 mA 

IVSS VSSH グランド端子、最大出力電流 – 200 mA 

IIO 
すべての I/O および制御端子、最大流出電流（ソース） – 50 mA 

すべての I/O および制御端子、最大流入電流（シンク） – 50 mA 

ILATCH I/O ラッチ電流 
5.3.10.2「静的ラッチ（ラッチアップ）」 

を参照ください。 

 

5.2.3 熱定格 

表 12. 熱定格 

記号 項     目 最小値 最大値 単位 

TSTG 保存温度範囲 -55 125 ℃ 

TJ 最大接合部温度 – 125 ℃ 
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5.3 動作条件 

5.3.1 一般的な動作条件 

表 13. 一般的な動作条件 

記号 項   目 条     件 最小値 最大値 単位 

fHCLK 内部 AHB クロック周波数 — – 80 MHz 

fPCLK1 内部 APB1 クロック周波数 — – 80 MHz 

fPCLK2 内部 APB2 クロック周波数 — – 80 MHz 

VDDH 標準動作電圧 VDDH=VDDA 2.0 5.5 V 

VDDA 

アナログ動作電圧 

周囲温度 

VDDH=VDDA， 

ADC/OPA/温度センサーをオフ 
2.0 5.5 V 

VDDH=VDDA， 

ADC/OPA/温度センサーをオン 
2.4 5.5 V 

TA ジャンクション温度 — -40 125 ℃ 

TJ 内部 AHB クロック周波数 — – 125 ℃ 

 

5.3.2 電源オン および 電源オフ特性定格 

表 14. 電源オン および 電源オフ特性定格 

記号 項   目 条     件 最小値 最大値 単位 

tVDDH 
VDDH 上昇率 — 10 1200000 

μs/V 
VDDH 下降率 — 133 ∞ 

 

5.3.3 リセット および 電源管理モジュールの特性定格 

表 15. リセット および 電源管理モジュールの特性定格 

記号 項   目 条     件 最小値 標準値 最大値 単位 

VPOR/VPDR 
電源投入時および電源切断時の

リセットしきい値 

立ち下がりエッジ 1.6 1.7 1.8 
V 

立ち上がりエッジ 1.53 1.63 1.73 

VPDRHYST PDR 電圧ヒステリシス — – 70 – mV 

TRSTTEMPO リセット持続時間 — – 3.5 – ms 

VBOR 
ブラウンアウトリセット 

しきい値選択（BORLS） 

BORLS=000 
立ち下がりエッジ 1.9 2 2.1 

V 

立ち上がりエッジ 2.1 2.2 2.3 

BORLS=001 
立ち下がりエッジ 2.2 2.3 2.4 

立ち上がりエッジ 2.4 2.5 2.6 

BORLS=010 
立ち下がりエッジ 2.5 2.6 2.7 

立ち上がりエッジ 2.7 2.8 2.9 

BORLS=011 
立ち下がりエッジ 2.8 2.9 3 

立ち上がりエッジ 3 3.1 3.2 

BORLS=100 
立ち下がりエッジ 3.1 3.2 3.3 

立ち上がりエッジ 3.3 3.4 3.5 

BORLS=101 
立ち下がりエッジ 3.4 3.5 3.6 

立ち上がりエッジ 3.6 3.7 3.8 

BORLS=110 
立ち下がりエッジ 3.7 3.8 3.9 

立ち上がりエッジ 3.9 4 4.1 

BORLS=111 立ち下がりエッジ 4 4.1 4.2 
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記号 項   目 条     件 最小値 標準値 最大値 単位 

立ち上がりエッジ 4.2 4.3 4.4 

VBORHYST BOR 電圧ヒステリシス —  – 200 – mV 

VLVD 
低電圧検出 

しきい値選択（LVDLS） 

LVDLS=0000 
立ち下がりエッジ 1.8 1.9 2 

V 

立ち上がりエッジ 1.9 2 2.1 

LVDLS=0001 
立ち下がりエッジ 2 2.1 2.2 

立ち上がりエッジ 2.1 2.2 2.3 

LVDLS=0010 
立ち下がりエッジ 2.2 2.3 2.4 

立ち上がりエッジ 2.3 2.4 2.5 

LVDLS=0011 
立ち下がりエッジ 2.4 2.5 2.6 

立ち上がりエッジ 2.5 2.6 2.7 

LVDLS=0100 
立ち下がりエッジ 2.6 2.7 2.8 

立ち上がりエッジ 2.7 2.8 2.9 

LVDLS=0101 
立ち下がりエッジ 2.8 2.9 3 

立ち上がりエッジ 2.9 3 3.1 

LVDLS=0110 
立ち下がりエッジ 3 3.1 3.2 

立ち上がりエッジ 3.1 3.2 3.3 

LVDLS=0111 
立ち下がりエッジ 3.2 3.3 3.4 

立ち上がりエッジ 3.3 3.4 3.5 

LVDLS=1000 
立ち下がりエッジ 3.4 3.5 3.6 

立ち上がりエッジ 3.5 3.6 3.7 

LVDLS=1001 
立ち下がりエッジ 3.6 3.7 3.8 

立ち上がりエッジ 3.7 3.8 3.9 

LVDLS=1010 
立ち下がりエッジ 3.8 3.9 4 

立ち上がりエッジ 3.9 4 4.1 

LVDLS=1011 
立ち下がりエッジ 4 4.1 4.2 

立ち上がりエッジ 4.1 4.2 4.3 

LVDLS=1100 
立ち下がりエッジ 4.2 4.3 4.4 

立ち上がりエッジ 4.3 4.4 4.5 

LVDLS=1101 
立ち下がりエッジ 4.4 4.5 4.6 

立ち上がりエッジ 4.5 4.6 4.7 

LVDLS=1110 
立ち下がりエッジ 4.6 4.7 4.8 

立ち上がりエッジ 4.7 4.8 4.9 

LVDLS=1111 
立ち下がりエッジ 4.8 4.9 5 

立ち上がりエッジ 4.9 5 5.1 

VLVDHYST LVD 電圧ヒステリシス —  – 100 – mV 

注：TA = +25°C、この表は設計理論値です。 
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5.3.4 電流特性 

5.3.4.1 通常モードの電流特性定格 

IC チップの消費電流は、電源電圧、周囲温度、各ポートの負荷、デバイスのソフトウェア構成、動作周波数、 

動作モードなどで変わります。 

通常モードの消費電流は、以下の構成条件に基づいて測定されます: 

◼ 全ての IO の入力（固定プルアップ）は無負荷状態 

◼ システム周波数 fHCLK = 8～32MHz、HOSC を使用。fHCLK > 48MHz の場合、PLL をオン、リファレン

ス クロックは HOSC 8MHz 

◼ Dhrystone2 プログラムを実行 

◼ FLASH アクセス サイクルはシステム周波数に応じて変更 

◼ FLASH リード データ キャッシュ機能をオン、FC_CTL.BUFEN = 1 

◼ ペリフェラルが動作している場合、クロック設定は fPCLK1=fHCLK，fPCLK2=fHCLK 

◼ 特に指定がない限り、他のクロックソース（HRC、LRC）をオフ 

 

◆ 通常モードの電流特性（FLASH で実行中のプログラム） 

表 16. 通常モードの電流特性（FLASH で実行中のプログラム） 

記号 項   目 条     件 最小値 標準値 最大値 単位 

IVDDH 通常モード電流 

システム周波数 fHCLK = fHOSC です。これ

が 48MHz を超える場合、 

PLL がオンになり、リファレンス クロックは 

HOSC 8MHz になります。 

全ての周辺機器はオンになります。 

(TA=25℃、VDDH=5V) 

80MHz 3 10.1 

mA 

72MHz 2 9.47 

60MHz 2 8.04 

48MHz 1 6.87 

32MHz 1 4.96 

24MHz 0 4.04 

16MHz 0 2.83 

8MHz 0 1.66 

4MHz 0 1.02 

システム周波数 fHCLK = fHOSC です。 これ

が 48MHz を超える場合、 

PLL がオンになり、リファレンス クロックは 

HOSC 8MHz になります。 

全ての周辺機器はオフになります。 

(TA = 25℃、VDDH = 5V) 

80MHz 3 5.58 

72MHz 2 5.41 

60MHz 2 4.64 

48MHz 1 4.14 

32MHz 1 3.15 

24MHz 0 2.68 

16MHz 0 1.97 

8MHz 0 1.21 

4MHz 0 0.79 
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◆ 通常モードの電流特性（SRAM でプログラム実行） 

表 17. 通常モードの電流特性（SRAM でプログラム実行） 

記号 項   目 条     件 最小値 標準値 最大値 単位 

IVDDH 通常モード電流 

システム周波数 fHCLK = fHOSC です。これ

が 48MHz を超える場合、 

PLL がオンになり、リファレンスクロックは HOSC 

8MHz になります。 

全ての周辺機器はオンになります。 

(TA=25℃、VDDH=5V) 

80MHz 3 11.03 

mA 

72MHz 2 10.00 

60MHz 2 8.45 

48MHz 1 6.89 

32MHz 1 5.01 

24MHz 0 3.87 

16MHz 0 2.76 

8MHz 0 1.59 

4MHz 0 0.98 

システム周波数 fHCLK = fHOSC です。これ

が 48MHz を超える場合、 

PLL がオンになり、リファレンスクロックは HOSC 

8MHz になります。 

全ての周辺機器はオフになります。 

(TA=25℃、VDDH=5V) 

80MHz 3 6.79 

72MHz 2 6.18 

60MHz 2 5.26 

48MHz 1 4.34 

32MHz 1 3.20 

24MHz 0 2.51 

16MHz 0 1.85 

8MHz 0 1.13 

4MHz 0 0.76 

5.3.4.2 低電力モードの電流特性パラメータ定格 

表 18. 低電力モードの電流特性 

記号 項   目 条    件 

標準値 最大値 

単位 TA=25℃ TA=125℃ 

1.8V 3.3V 5.0V 5.0V 

ISLEEP スリープ モード電流 

内部クロック HRC， 

fHCLK = fPCLK = 16MHz， 

全てのペリフェラルはオン 

1600 1640 1680 1800 µA 

内部クロック HRC， 

fHCLK = fPCLK = 16MHz， 

全てのペリフェラルはオフ 

650 670 690 820 µA 

ISTOP0 

STOP0 モード電流 

(レギュレータ オン、 

フラッシュメモリは 

STOP モードに移行) 

IWDT(LRC) ON 7.38 7.71 8.38 47.5 µA 

IWDT(LRC) OFF 7.08 7.21 7.52 46.5 µA 

ISTOP1 

STOP1 モード電流 

(レギュレータ低消費電力モ

ード、フラッシュメモリは 

STOP モードに移行、 

SRAM データ保持) 

IWDT(LRC) ON 3.25 3.55 4.1 38.3 µA 

IWDT(LRC) OFF 2.96 3.06 3.25 37.4 µA 

ISTANDBY 
スタンバイ モード電流 

(全レギュレータ オフ) 

IWDT(LRC) ON 0.73 1.01 1.49 4.51 µA 

IWDT(LRC) OFF 0.47 0.55 0.67 3.65 µA 

ISHUTDOWN 

シャットダウンモード電流(全

レギュレータ オフ、 

バンドギャップ オフ) 

IWDT(LRC) ON 249 451 828 3647 nA 

IWDT(LRC) OFF 10 15 30 2789 nA 
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5.3.5 低電力モード遷移特性 

◆ 低電力モード ウェイクアップ時間 

表 19. 低電力モードウェイクアップ特性 

記号 項   目 条     件 最小値 標準値 最大値 単位 

tSLEEP スリープモードのウェイクアップ時間 fHCLK=16MHz – 7.78 – µs 

tSTOP0 STOP0 モードのウェイクアップ時間 fHCLK=16MHz – 141.33 – µs 

tSTOP1 STOP1 モードのウェイクアップ時間 fHCLK=16MHz – 232.67 – µs 

tSTANDBY スタンバイ モードのウェイクアップ時間 fHCLK=16MHz – 0.796 – ms 

tSHUTDOWN シャットダウン モードのウェイクアップ時間 fHCLK=16MHz – 0.916 – ms 
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5.3.6 外部クロック ソースの特性 

◆ 外部入力高速クロック 

表 20. 外部入力高速クロックの特性 

記号 項   目 条     件 最小値 標準値 最大値 単位 

fHOSC HOSCI 入力クロック周波数 — 1 – 32 MHz 

VHOSC_HIGH HOSCI 入力ピンのハイ電圧 — 0.7*VDDH – VDDH V 

VHOSC_LOW HOSCI 入力ピンのロー電圧 — VSSH – 0.3*VDDH V 

tWIDTH(HOSC) HOSCI のハイまたはロー時間 8MHz – 62.5 – ns 

Cin(HOSC) HOSCI 入力容量 8MHz – 5 – pF 

DUTYHOSC HOSCI 入力クロックのデューティ サイクル — 40 – 60 % 

ILEAKAGE_HOSC HOSCI 入力リーク電流 VSSH ≤ VIN ≤ VDDH – – 1 µA 

 

◆ 外部高速発振クロック（水晶またはセラミック発振器） 

外部高速発振クロック（HOSC）は、4MHz～32MHz の範囲の水晶またはセラミック発振器で供給できます。 

アプリケーションにおいては、出力歪みと起動安定時間を最小限に抑えるため、発振器と負荷コンデンサをチップピ

ンのできるだけ近くに配置する必要があります。 

発振器の特性（周波数、パッケージ、精度など）の詳細については、発振器メーカーにお問い合わせください。 

表 21. HOSC 発振器の特性 

記号 項   目 条     件 最小値 標準値 最大値 単位 

fHOSC 発振クロック周波数 — 4 8 32 MHz 

RF 内部帰還抵抗 VDDH=5V, TA=25℃ – 125.7 – KΩ 

CL1,CL2 
(1) 外部負荷容量 ESRMAX<60ohm, 8MHz 5 22 25 pF 

OA 発振マージン ESRMAX<60ohm, 8MHz – 11.67 – KΩ 

SF 安全係数 ESRMAX<60ohm, 8MHz 5 – – – 

tSTART(HOSC)
(2) HOSC 起動時間 VDDH=5V, 8MHz, HOSCRCNT=100 – 1.02 – ms 

IDD HOSC 消費電流 
VDDH=5V, 8MHz, 

CL1 = CL2 = 22pF 
– 400 – μA 

(1) CL1 および CL2 には、高周波アプリケーション向けに設計され、水晶または発振器の要件を満たす高品質の外付けセラミック コンデンサ 

（5pF～25pF（標準値））の使用を推奨します。  CL1 と CL2 は通常同じ容量値です。 

(2)  tSTART は、起動（HOSC がソフトウェアによってオンになる）から 8MHz の発振が安定するまでの起動時間を指します。 

この値は標準的な水晶発振器に基づいて測定されており、水晶メーカーによって異なる場合があります。 

下図は、外部高速発振器の一般的なアプリケーション接続を示しています： 

図 8. 外部高速発振器の接続図 
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5.3.7 内部クロック ソースの特性 

◆ 内蔵された高速 16M RC 発振器 

表 22. 内蔵高速 16M RC 発振器の特性 

記号 項   目 条     件 最小値 標準値 最大値 単位 

fHRC 周波数 VDDH=5V, TA=25°C – 16 – MHz 

ACCHRC HRC 精度 
TA=－10 to 70°C – ±1 – % 

TA=－40 to 125℃ – ±2 – % 

DVDDH(HRC) HRC 電圧偏差率 VDDH=1.8V to 5.5V －0.05 – 0.06 % 

tSTART(HRC) HRC 開始時間 — – 12 – µs 

IDD HRC 消費電流 — – 257 – µA 

 

◆ 内蔵された低速 RC 発振器 

表 23. 内蔵低速 RC 発振器の特性 

記号 項   目 条     件 最小値 標準値 最大値 単位 

fLRC 周波数 VDDH=5V, TA=25°C 32.669 32.76 33.109 KHz 

ACCLRC LRC 精度 
TA= 25°C －0.65 – 0.68 % 

TA=-40 to 125℃ －7.65 – 4.09 % 

tSTART(LRC) LRC 開始時間 — – 80 – µs 

IDD LRC 消費電流 — – 0.748 – µA 

 

5.3.8 フラクショナル N PLL 特性 

表 24. フラクショナル N PLL 特性 

記号 項   目 条     件 最小値 標準値 最大値 単位 

fPLL_IN PLL 入力クロック周波数 — – 4 – MHz 

fPLL_OUT PLL 逓倍器出力クロック周波数 — 4 – 80 MHz 

fPLL_VCO PLL VCO 出力周波数 — 192 – 320 MHz 

tLOCK
(1) PLL ロック時間 — – 39.6 – μs 

tSTART(PLL)
(1) 

PLL 起動時間 

PLL 周期ジッタ 

fPLL_VCO=192MHz – 132.13 – 
μs 

fPLL_VCO=320MHz – 128.13 – 

Jitter 
PLL 消費電流 

LL 入力クロック周波数 

RMS, fPLL_VCO=320MHz – 0.63 – 
ns 

P-P, fPLL_VCO=320MHz – 3.77 – 

IDD PLL 逓倍器出力クロック周波数 
fPLL_VCO=192MHz – 380 – 

μA 
fPLL_VCO=320MHz – 656 – 

１）この値は設計理論値です。 
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5.3.9 Flash メモリ特性 

表 25. Flash メモリ特性 

記号 項   目 条     件 最小値 標準値 最大値 単位 

tPROG 32 ビットプログラミング時間 — – 25 – µs 

tERASE ページ消去時間 ページ(page) = 512B – 2 – ms 

tME 完全消去時間 
RP=level 0, WP/UCRP オフ – 8 – ms 

RP=level 0, WP/UCRP オン 2 – 254 ms 

IDD 消費電流 

書き込みモード – 1 – mA 

消去モード – 1 – mA 

Flash STANDBY モード – 30 – µA 

Flash STOP モード – 10 – µA 

VPROG プログラミング電圧 — – – 10 V 

NEND 消去/プログラム回数 TA =－40 to +85 °C 100000 – – 回 

tRET データ保持時間（Retention） TA =－40 to +85 °C 10 – – 年 

5.3.10 靜電気保護能力試験 

5.3.10.1 靜電放電(ESD) 

表 26. 静電気放電の最大定格 

記号 項   目 試 験 条 件 等級 標準値 単位 

VESD(HBM) 
静電気放電電圧 

(人体モデル) 

TA =25℃ 

AEC-Q100-002-E(2013)規格 

に準拠 

Class 

3A 
6000 V 

VESD(CDM) 
静電気放電電圧 

（デバイス帯電モデル） 

TA =25℃ 

AEC-Q100-011-D(2019)規格 

に準拠 

Class 

C3 
2000 V 

 

5.3.10.2 スタティック ラッチ(LatchUp) 

表 27. スタティック ラッチの最大定格 

記号 項   目 試 験 条 件 等級 単位 

LU 静的ラッチ レベル 

TA =125℃ 

AEC-Q100-004-D(2012)規格 

に準拠 

Class II, Level A mA 
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5.3.11 I/O ポートの特性 

◆ I/O ポートの DC 特性 

表 28. I/O ポートの DC 特性 

記号 項   目 条     件 最小値 標準値 最大値 単位 

VIL 
I/O 入力ロー レベル電圧 (CMOS) 

TA = －40 to +125 °C 

VDDH=5V 

– – 0.34*VDDH V 

I/O 入力ロー レベル電圧 (TTL) – – 1.29 V 

VIH 
I/O 入力ハイ レベル電圧 (CMOS) 0.65*VDDH – – V 

I/O 入力ハイ レベル電圧 (TTL) 1.86 – – V 

IIOLEAK I/O 入力リーク電流 VSSH≤VIN≤VDDH – – ±20 nA 

RPU 
内部プル アップ抵抗 

全ての端子は GPIO モードです 
VIN = VSSH  – 50 – kΩ 

RPD 
内部プル ダウン抵抗 

全ての端子は GPIO モードです 
VIN = VDDH – 50 – kΩ 

tFIR 
I /O 入力パルス フィルタ幅 

(パルスフィルタ FIR=1) 
– – 3.3 – ns 

VOL(DS0) 
I/O 出力ロー レベル電圧 

(駆動モード DS=0) 
|IIO|=6mA, VDDH≥4 – – 0.4 V 

VOH(DS0) 
I/O 出力ハイ レベル電圧 

(駆動モード DS=0) 
|IIO|=6.6mA, VDDH≥4 VDDH－0.4 – – V 

VOL(DS1) 
I/O 出力ロー レベル電圧 

(駆動モード DS=1) 
|IIO|=10.5mA, VDDH≥4 – – 0.4 V 

VOH(DS1) 
I/O 出力ハイ レベル電圧 

(駆動モード DS=1) 
|IIO|=11.4mA, VDDH≥4 VDDH－0.4 – – V 

VOL(DS1) 
I/O 出力ロー レベル電圧 

(駆動モード DS=1) 
|IIO| = 34.9 mA, VDDH≥4 – – 2.4 V 

VOH(DS1) 
I/O 出力ハイ レベル電圧 

(駆動モード DS=1) 
|IIO| = 44.7 mA, VDDH≥4 VDDH－2.4 – – V 
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◆ I/O 端子の AC 特性 

表 29. I/O 端子の AC 特性 

記号 項   目 
駆動  

モード 
負荷 条 件 最小値 最大値 単位 

fIOOUT_MAX 最大出力周波数 

DS=0 

CL=50pF 
1.8V≤VDDH<2.7V – 12 MHz 

2.7V≤VDDH<5.5V – 24 MHz 

CL=10pF 
1.8V≤VDDH<2.7V – 28 MHz 

2.7V≤VDDH<5.5V – 56 MHz 

DS=1 

CL=50pF 
1.8V≤VDDH<2.7V – 28 MHz 

2.7V≤VDDH<5.5V – 44 MHz 

CL=10pF 
1.8V≤VDDH<2.7V – 40 MHz 

2.7V≤VDDH<5.5V – 80 MHz 

tIORISE 
出力ローから ハイ レベル 

立ち上がり時間 

DS=0 

CL=50pF 
1.8V≤VDDH<2.7V – 25 ns 

2.7V≤VDDH<5.5V – 13.2 ns 

CL=10pF 
1.8V≤VDDH<2.7V – 9.66 ns 

2.7V≤VDDH<5.5V – 4.92 ns 

DS=1 

CL=50pF 
1.8V≤VDDH<2.7V – 9.45 ns 

2.7V≤VDDH<5.5V – 5.8 ns 

CL=10pF 
1.8V≤VDDH<2.7V – 5.88 ns 

2.7V≤VDDH<5.5V – 3.18 ns 

tIOFALL 
出力ハイから ロー レベル 

立ち下がり時間 

DS=0 

CL=50pF 
1.8V≤VDDH<2.7V – 29 ns 

2.7V≤VDDH<5.5V – 13.9 ns 

CL=10pF 
1.8V≤VDDH<2.7V – 12.08 ns 

2.7V≤VDDH<5.5V – 5.96 ns 

DS=1 

CL=50pF 
1.8V≤VDDH<2.7V – 12.3 ns 

2.7V≤VDDH<5.5V – 7.2 ns 

CL=10pF 
1.8V≤VDDH<2.7V – 7.28 ns 

2.7V≤VDDH<5.5V – 3.38 ns 

tIOPULSE 

EXTI コントローラは 

外部信号のパルス幅を 

検出します 

— — fHCLK=48MHz – 42 ns 
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5.3.11.1 I/O 出力電流（ドライブ モード DS=0) 

図 9. IOL, VOL, @VDDH=1.8V,3.3V,5V, DS=0 

 

 

図 10. IOH, VOH, @VDDH=1.8V,3.3V,5V, DS=0 
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5.3.11.2 I/O 出力電流（ドライブ モード DS=1) 

図 11. IOL, VOL, @VDDH=1.8V,3.3V,5V, DS=1 

 

 

図 12. IOH, VOH, @VDDH=1.8V,3.3V,5V, DS=1 
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5.3.12 NRST の特性 

表 30. NRST の特性 

記号 項   目 条     件 最小値 標準値 最大値 単位 

VIL(NRST) NRST 入力ローレベル電圧 – – – 0.38*VDDH V 

VIH(NRST) NRST 入力ハイレベル電圧 – 0.62*VDDH – – V 

VHYST(NRST) NRST ミットトリガーヒステリシス電圧 – 400 – 1020 mV 

RPU 内部プルアップ抵抗 VIN = VSSH – 44.6 – kΩ 

tFIR(NRST) NRST 入力パルスフィルタリング – – – 98.8 ns 

tNRSTPL 内部生成のリセットパルス幅 外付けコンデンサなし – 32.2 – µs 

 

以下は NRST の参考アプリケーション回路です: 

図 13. NRST アプリケーション回路 

0.1uF

NRST

RPU

VDDH

Filter

Internal 

Reset

External 

reset circuit

 

 

5.3.13 タイマの特性 

表 31. タイマの特性 

記号 項   目 条   件 最小値 最大値 単位 

tres(TIMER) タイマ分解能時間 
— 1 – tTIMERCLK 

fTIMERCLK = 80 MHz 12.5 – ns 

fEXT(TIMER) 
タイマ CH1～CH4 の 

外部入力クロック周波数 

— 0 fTIMERCLK/2 MHz 

fTIMERCLK = 80 MHz 0 40 MHz 

tCOUNTER 

16 ビットカウンタ周期 

（プリスケーラ オフ） 

— 1 216 tTIMERCLK 

fTIMERCLK = 80 MHz – 819.2 µs 

32 ビットカウンタ周期 

（プリスケーラ オフ） 

— 1 232 tTIMERCLK 

fTIMERCLK = 80MHz – 53.68 s 
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5.3.14 通信機能の特性 

5.3.14.1 I2C の特性 

表 32. I2C の特性 

記号 項   目 
スタンダード モード ファスト モード 

単位 
最小値 最大値 最小値 最大値 

tWSCLL SCL クロックのロー時間 4.7 – 1.3 – µs 

tWSCLH SCL クロックのハイ時間 4.0 – 0.6 – µs 

tSUSDA SDA データのセットアップ時間 250 – 100 – ns 

tHSDA SDA データのホールド時間 – 3450 – 900 ns 

tRSDA, tRSCL SDA および SCL 信号の立ち上がり時間 – 1000 – 300 ns 

tFSDA, tFSCL SDA および SCL 信号の立ち下がり時間 – 300 – 300 ns 

tHSTA START 条件のホールド時間 4.0 – 0.6 – µs 

tSUSTA 反復 START 条件のセットアップ時間 4.7 – 0.6 – µs 

tSUSTO STOP 条件のセットアップ時間 4.0 – 0.6 – µs 

tWSTOSTA STOP 条件と START 条件間のバス アイドル時間 4.7 – 1.3 – µs 

CBUS 

バス容量負荷          

 (注: SCL および SDA の容量負荷は可能な限り一定に保

つ必要があります) 

– 400 – 400 pF 

 

図 14. I2C タイミング図 
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5.3.14.2 シリアル ペリフェラル インターフェース SPI 特性 

表 33. SPI の特性 

記号 項   目 条   件 最小値 最大値 単位 

fSCK SPI クロック周波数 
マスター モード、fPCLK=80MHz – 40 MHz 

スレーブ モード、fPCLK=48MHz – 24 MHz 

tRSCK 

tFSCK 

SPI クロックの 

立ち上がり／立ち下がり時間 
容量性負荷 30pF – 8 ns 

DUTYSCK SPI 入力クロックのデューティ サイクル スレーブ モード 30 70 % 

tSUNSS NSS セットアップ時間 スレーブ モード 10 – ns 

tHNSS NSS ホールド時間 スレーブ モード 10 – ns 

tWSCKH 

tWSCKL 
SCK のハイおよびロー時間 マスター モード，fPCLK=80MHz, 双方向 tPCLK－2 tPCLK+2 ns 

tSUMI 入力データのセットアップ時間 マスター モード 1 – ns 

tSUSI 入力データのセットアップ時間 スレーブ モード 3 – ns 

tHMI 入力データのホールド時間 マスター モード 5 – ns 

tHSI 入力データのホールド時間 スレーブ モード 5 – ns 

tASO 出力データアクセス時間 スレーブ モード 0 10 ns 

tDISSO 出力データ禁止時間 スレーブ モード 2 10 ns 

tVSO 出力データ有効時間 スレーブ モード – 18 ns 

tVMO 出力データ有効時間 マスター モード – 5 ns 

tHSO 出力データホールド時間 スレーブ モード 5 – ns 

tHMO 出力データホールド時間 マスター モード 1 – ns 

図 15. SPI タイミング図（スレーブ モード） 及び CPHA=0 
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図 16. SPI タイミング図（スレーブ モード） 及び CPHA=1 
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図 17. SPI タイミング図（マスター モード） 
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5.3.15 アナログ-デジタル コンバータ ADC の特性 

表 34. ADC の特性 

記号 項   目 条     件 最小値 標準値 最大値 単位 

VDDA 動作電圧範囲 — 2.4 – 5.5 V 

VREFP ADC リファレンス電圧 VDDA = VREFP 2.4 – 5.5 V 

IADC ADC 消費電流 VDDA=5V – 3.5 – mA 

fADC ADC クロック周波数 — 0.6 – 48 MHz 

fS サンプリング レート 

12 ビット分解能 – – 2.4 

MHz 
10 ビット分解能 – – 2.67 

8 ビット分解能 – – 3 

6 ビット分解能 – – 3.43 

VAIN 変換電圧範囲 — 0 – VREFP mV 

RAIN 外部入力インピーダンス — – – 571.96 KΩ 

RADC サンプリングスイッチ抵抗 — – 877 3336 Ω 

CADC 内部サンプリング ホールド コンデンサ — – 3.84 – pF 

tS サンプリング時間 
fADC = 48MHz 0.073 – 19.91 μs 

— 3.5 – 955.5 1/fADC 

tSTART セトリング時間 fADC = 48MHz – 2 – μs 

tCONV 総変換時間（サンプリング時間を含む） 

fADC = 48MHz， 

12 ビット分解能 
0.354 – 20.187 μs 

12 ビット分解能  (サンプリングサイ

クル数 TS + 変換サイクル数 13.5) 
17 – 969 1/fADC 

ENOB 有効ビット数 fADC = 40MHz, VDDA=5V – 9.19 – bit 

ERRDNL 微分直線性誤差 fADC = 10MHz, VDDA=5V -1 1.5 – LSB 

ERRINL 積分直線性誤差 fADC = 10MHz, VDDA=5V – ±4 – LSB 

◆ 外部入力インピーダンス RAIN の公式 

RAIN=
TS

fADC×CADC× ln (2
N+1

)
− RADC 

表 35. 最大値 RAIN（fADC=48MHz，12 ビット分解能） 

サイクル数 TS（1/fADC）

@48MHz 
サンプリング時間 tS（μs） 最大値 RAIN（Ω） 

3.5 0.07292 1220 

6.5 0.13542 3027 

10.5 0.21875 5434 

16.5 0.34375 9047 

26.5 0.55208 15.068K 

34.5 0.71875 19.885K 

82.5 1.71875 48.785K 

178.5 3.71875 106.585K 

306.5 6.38542 183.652K 

955.5 19.90625 574.406K 
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5.3.16 アナログ コンパレータ CMP の特性 

表 36. CMP の特性 

記号 項   目 条     件 最小値 標準値 最大値 単位 

VDDA 動作電圧範囲 VDDA=VDDH 1.8 5.0 5.5 V 

VIN 入力電圧範囲 — 0 – VDDA V 

tSTART 起動時間 — – – 5 µs 

Voffset
(1) 

オフセット誤差 TA = 25°C –3.5 – 5 mV 

TA = -40°C to 125°C -8 – 8 mV 

tD 伝播遅延 — – – 286 ns 

ICMP 消費電流 — – 126 – µA 

VHYST コンパレータ ヒステリシス VDDA=5V – 10 – mV 

（1） ユーザーは EXTI 入力デ・ジッタ レジスタの CMP ビットを 1 に設定し、EXTI 入力デ・ジッタ サンプリング レート制御レジスタの DBCNT ビットを 0x7 に

設定する必要があります 
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5.3.17 オペアンプ OPAMP の 特性 

表 37. OPAMP の特性 

記号 項   目 条     件 最小値 標準値 最大値 単位 

VDDA 動作電圧範囲 — 2.4 5 5.5 V 

VOUT 出力電圧範囲 — 0.1 – VDDA-0.1 V 

VIN 

入力電圧範囲 DIFF_MODE=1,  

差動モード VB_SEL=0,  

バイアス電圧選択 0.5VDDA 

0 – 

0.5VDDA + 

(Gain+1)× 

0.15VDDA  
V 

その他のモード 0 – VDDA 

IOPA  消費電流 — – 400 – µA 

GBW ゲイン帯域幅積 
OPAHSM=0, 通常モード – 13 – MHz 

OPAHSM=1, 高速モード – 60 – MHz 

CLOAD 出力容量の負荷最大値 — – – 20 pF 

SR スルー レート（Slew Rate） 
OPAHSM=0, 通常モード – 11.34 – V/μs 

OPAHSM=1, 高速モード – 22.53 – V/μs 

IOPA_LOAD 出力負荷電流 — – – 1000 μA 

VOS 

オフセット誤差 VIN=2.5V – 1.4 3 mV 

VIN=0.1~4.9V  

TA = -40°C to 125°C 
-9.29 — 6.33 mV 

ERRGAIN ゲイン誤差 — – 2 – % 

tSTART 起動時間 — – 1.8 – μs 

tS_OPA 
OPA 出力読み取り時の 

ADC サンプリング時間 
— – 0.5 – μs 

PGA gain error 

内部抵抗値 

（シングル エンド順方向増幅） 

Gain=2, VDDA=5V - -1.97 - 

% 

Gain=4, VDDA=5V - 1.75- - 

Gain=8, VDDA=5V - 1.08- - 

Gain=16, VDDA=5V - 2.22 - 

Gain=32, VDDA=5V - 3.67 - 

Gain=64, VDDA=5V - 5.32 - 

内部抵抗値 

（シングル エンド逆方向増幅） 

Gain=-1, VDDA=5V - 3.45 - 

Gain=-3, VDDA=5V - 4.27 - 

Gain=-7, VDDA=5V - 5.41 - 

Gain=-15, VDDA=5V - 6.08 - 

Gain=-31, VDDA=5V - 6.54 - 

Gain=-63, VDDA=5V - 10.08 - 

内部抵抗値 

（差動増幅） 

Gain=1, VDDA=5V - 2.74 - 

Gain=3, VDDA=5V - 3.81 - 

Gain=7, VDDA=5V - 4.69 - 

Gain=15, VDDA=5V - 5.6 - 

Gain=31, VDDA=5V - 6.53 - 

Gain=63, VDDA=5V - 7.44 - 
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5.3.18 温度センサの特性 

表 38. 温度センサの特性 

記号 項   目 条     件 最小値 標準値 最大値 単位 

VDDA 動作電圧範囲 — 2.4 5 5.5 V 

TL 
VTSENSE と温度の直線性 TA=0 to 105℃, VDDA=5V – ±5 – °C 

TA=-40 to 125℃, VDDA=5V – ±10.5 –  

Avg_Slope 温度における平均傾き — 3.344 – 3.808 mV/°C 

VTSENSE30 30℃（±5℃）における出力電圧 — 1 1.094 1.15 V 

tSTART 起動時間 — – – 50 µs 

tS_TSENSE 
温度読み取り時の 

ADC サンプリング時間 

— 
3.2 – – µs 

ITSENSE 消費電流 — – 60 – µA 

 

5.3.19 内部電源の特性 

表 39. 内部電源の特性 

記号 項   目 条     件 最小値 標準値 最大値 単位 

VREFINT
(1) 内部基準電圧 TA=-40 to125℃, VDDH=5V 1.178 1.223 1.321 V 

tS_VREFINT 
内部基準電圧の読み取り時 

ADC サンプリング時間 
— 3.2 – – μs 

VRESSRC
(2) 内部抵抗分圧器の電圧源  – VDDA – V 

VRES1
(3) 内部抵抗分圧器 VRES1 VRESEN=1 – VRES1SEL/32 – VRESSRC 

tS_VRES 
内部抵抗分圧器の読み取り時 

ADC サンプリング時間 
— 0.8 – – μs 

(1) VREFINT 内部基準電圧は ADIN18 チャネルに直接接続され、ADC の内部基準電源として供給されます；SYSCFG_ADCVREF 設定ワードを使用して、 

実際の VDDA 電圧を計算できます。   詳細はアプリケーションマニュアルを参照してください。 

(2) VRESSRC 内部抵抗分圧器は、アナログ電源 VDDA から供給されます。 

(3) VRES1 内部抵抗分圧器は、ADC、CMP、OPAMP にそれぞれ 31 個の独立した分圧抵抗を提供します。必要な分圧電源は個別に選択でき、 

各セグメントの電圧誤差は±0.8%です( TA=25℃)。。 
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6 パッケージ情報 

6.1 QFN40-5x5mm パッケージ 

図 18. QFN40 - 5x5 mm 40 ピンのパッケージ図 

 

 

表 40. QFN40 - 5x5 mm 40 ピン パッケージのサイズ表 

記  号 
寸     法 (mm) 

Min. Typ. Max. 

A 0.70 0.75 0.80 

A1 – 0.02 0.05 

A2 0.203 REF 

b 0.15 0.20 0.25 

D 4.90 5.00 5.10 

D2 3.60 3.70 3.80 

E 4.90 5.00 5.10 

E2 3.60 3.70 3.80 

e 0.40 BSC 

L 0.35 0.40 0.45 

注: JEDEC MS-220 を参照してください。 
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6.2 LQFP48-7x7mm パッケージ 

図 19. LQFP48 - 7x7 mm 48 ピンのパッケージ図 

 

 

 

 

表 41. LQFP48 - 7x7 mm 48 ピン パッケージのサイズ表 

記  号 
寸     法 (mm) 

Min. Typ. Max. 

A – – 1.60 

A1 0.05 – 0.15 

A2 1.35 1.40 1.45 

b 0.17 0.22 0.27 

c 0.09 – 0.20 

D 9.00 BSC 

D1 7.00 BSC 

E 9.00 BSC 

E1 7.00 BSC 

e 0.50 BSC 

L 0.45 0.60 0.75 

L1 1.00 REF 

 0 3.5 7 

注：JEDEC MS-026 BBC を参照してください。 
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7 IC 製品品番の説明 

表 42. IC 製品品番の説明 

例: PT 2 E 01  – Q 6 L I 

                     

ARM の 32-bit MCU 製品ファミリーについて                     

                     

動作周波数                     

2 = <100MHz                     

                     

製品のタイプ                     

E = エントリーレベル                     

                     

サブ ファミリー                     

01 = PT2E01                     

                     

端子の数                     

U = 40 ピン 

Q = 48 ピン 

                    

                     

コード サイズ                     

6 = 64KB                     

                     

パッケージの種類                     

L= LQFP 7*7mm 

O= QFN 5*5mm 

                    

                     

製品グレード(注)                     

I= Industrial Grade（産業グレード） 

A=Automotive Grade (車載グレード) 

                    

 
 

注: 

【グレード分類の説明】 

本製品シリーズは「車載グレード」と「産業グレード」に区分されており、その主な違いは生産管理プロセスおよび信頼性評価基準にあります。 

◆ 車載グレード（Automotive Grade）： 

本グレードの製品は車載用途向けに開発されており、生産プロセスは IATF 16949 品質マネジメントシステムに厳格に準拠しています。 

すべての製品は AEC-Q100 信頼性規格（Grade 1 または Grade 2 の温度要件を含む）に合格しており、製造工程では強化された電気的試験および

高度な統計的工程管理（SPC）が実施されています。 

製品には完全なロット記録とトレーサビリティが確保されており、車載サプライチェーンの品質管理要求を満たしています。    

◆ 産業グレード（Industrial Grade）： 

本グレードの製品は ISO 9001 規格に基づき、汎用生産ラインで製造されています。製品は産業用途向けの信頼性基準試験に合格しており、産業オートメ

ーション、通信機器、一般電子機器などに適しています。 
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8 改訂履歴 

表 43. 改訂履歴 

年/月/日 改訂番号 改 定 内 容 

2025-12-08 PRE1.0 初版（日本語版） 

2025-12-30 PRE2.0 

1. パッケージの変更；LQFP32 を削除し、QFN32 に更新。 これに伴い,、

QFN32 パッケージ品の製品名を定めた 

2.  図１のシステム構造図を更新。 

3.  電気特性の更新 

2026-01-27 PRE3.0 

1. 新たなパッケージ仕様を追加： QFN48 5×5 mm、QFN48 6×6 mm、お

よび LQFP32 7×7 mm 

2. 5.3.7 節・表 22 の内部高速 16 MHz RC 発振器仕様を修正 

3. 産業グレード／車載グレードの製品等級分類説明を追加 

2026-05-27 PRE4.0 1. UL IEC 60730 認証に関する説明を追加。 

2026-06-22 PRE5.0 

1. パッケージの変更；QFN40（5×5 mm）を追加し、LQFP32（7×7 

mm）、QFN32（5×5 mm）、QFN48（6×6 mm）および QFN48

（5×5 mm）を削除。  

2. これに伴い、製品型番およびリソース構成リストを QFN40 パッケージ品に対

応した型番へ更新。 
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重要なお知らせ 

Princeton Technology Corporation (PTC) reserves the right to make corrections, modifications, 

enhancements, improvements, and other changes to its products and to discontinue any 

product without notice at any time. 

PTC cannot assume responsibility for use of any circuitry other than circuitry entirely embodied 

in a PTC product. No circuit patent licenses are implied. 

 

Princeton Technology Corporation（PTC）は、その製品に対して修正、変更、強化、改善、及び其の

他の変更を、いつでも予告なく実施し、且ついつでも予告なく製造を中止する権利を有します。 

当社は、PTC の IC 製品内部に組み込まれている回路以外、御客様が御使用なさる回路に関しては一切

の責任を負いません。  この資料の内容は、いかなる回路特許ライセンスの実施使用を暗に認めている物

ではありません。 

 

この日本語版資料は、原本となる中国語資料の内容を、お客様のご理解の一助として頂く為に和文へ翻

訳した補助的な資料です。 

製品のご検討・ご採用の際は英語版 或いは 中国語版の最新資料を ご確認下さい。 

 

 

Princeton Technology Corp. 

2F, 233-1, Baociao Road, 

Sindian Dist., New Taipei City 23145, Taiwan 

Tel : 886-2-66296288 

Fax: 886-2-29174598 

http://www.princeton.com.tw 
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